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わからないその他
特別養護老人ホーム
などの福祉施設

高齢者向けの
ケア付き住宅

自宅

病院などの
医療施設
27.7％

54.6％4.5％

2.2％

4.1％

6.9％

意
思
を
尊
重
で
き
る
最
期
に

　

医
療
の
発
展
に
伴
い｢

病
院
に
行

け
ば
病
気
は
治
る
」と
い
う
、
患
者

や
家
族
の
病
院
へ
の
期
待
値
は
上

昇
。
病
気
に
な
っ
た
ら
誰
も
が
病
院

に
行
く
時
代
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
な
か
に
は
元
々
の

健
康
状
態
に
戻
ら
な
い
ま
ま
治
療
が

終
わ
り
、
医
療
と
介
護
の
二
つ
の
支

援
を
必
要
と
し
て
退
院
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

全
国
で
も
６
割
の
人
は〝
医
療
や

介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら

し
た
い
〟と
望
ん
で
い
ま
す
。
自
宅

で
の
最
期
を
望
ま
な
い
と
答
え
た
人

に
理
由
を
聞
く
と〝
家
族
に
負
担
を

まずはかかりつけ医を持ち、気軽に相談できる関係づくりを—

在宅医療を希望する場合、元気なうち
から、かかりつけ医を持っておくこ

とが大切です。かかりつけ医が自分や家族
の身体の状態を一番よく分かっているとい
う安心感があるからこそ、気がかりなこと
があれば気軽に相談できます。かかりつけ
医は、専門以外の身体の不調でも患者さん
の疾患歴などを把握しているため、適切な
専門医を紹介できます。
　また、あらかじめ家族や身近な人に最期
の過ごし方の希望を伝え、話し合っておく

ことも重要です。医師や看護師が患者さん
のお宅を訪問して治療できるようになった
とはいえ、在宅医療を実現するためには、
家族や身近な人の力は不可欠です。だから
こそ、医療や介護が必要になる前から周囲
とのコミュニケーションを積極的に取って
おくとよいでしょう。
　自宅への往診も、外来で長年培ってきた
患者さんと医師の信頼関係があってこそで
きるもの。まずは、自分の健康管理を安心
して任せられる医師を見つけましょう。
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時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
医
療　

　
終
戦
直
後
の
日
本
の
医
療
は
、
医
師
を

自
宅
に
呼
ぶ
往
診
が
一
般
的
で
し
た
。
大

家
族
世
帯
が
多
か
っ
た
時
代
に
は
、
病
気

に
な
っ
た
時
も
家
族
が
世
話
を
す
る
の
が

当
た
り
前
で
、
８
割
近
い
人
が
自
宅
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
車
の
普
及
と
と
も
に
病
院
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
に

加
え
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り
病
院
で
は
最

新
の
機
材
を
導
入
。
医
療
を
受
け
る
環
境

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
具
合
が
悪
く
な
っ

た
ら
病
院
へ
行
く
の
が
主
流
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
昭
和
51
年
に
は
病
院
で
の
死
亡

数
が
自
宅
で
の
死
亡
数
を
上
回
り
、
病
院

で
亡
く
な
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

在
宅
医
療
に
注
目
が
集
ま
る

　
一
方
で
、
病
院
で
最
期
を
迎
え
る
の
で

は
な
く
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
療
養
や

最
期
を
望
む
患
者
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う

に
。
平
成
4
年
に
は
医
療
法
が
改
正
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
在
宅
医
療
が
入
院
、
外
来

に
次
ぐ
第
3
の
医
療
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
在
宅
医
療
の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
65
歳
以
上
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
の

高
齢
化
率
も
年
々
上
昇
し
、
平
成
37
年
に

は
本
市
も
30
％
に
迫
る
勢
い
。そ
の
中
で
、

自
分
ら
し
い
最
期
を
迎
え
る
た
め
の
支
援

や
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

か
け
た
く
な
い
か
ら
〟と
い
う
意
見

が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
音
は

最
期
を
自
宅
で
過
ご
し
た
い
と
い
う

人
が
大
半
な
の
で
す
。

　
病
院
は
病
気
の
治
療
を
す
る
と
こ

ろ
。
治
療
が
済
ん
だ
後
の
療
養
の
場

所
は
、
自
宅
や
療
養
型
の
医
療
施
設

･

介
護
施
設
な
ど
、
自
分
で
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
み
慣
れ
た

場
所
で
、
社
会
生
活
を
し
な
が
ら
の

療
養
は
、
期
待
以
上
の
回
復
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

地
域
で
支
え
る
仕
組
み
作
り

　
高
齢
化
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
今

後
ま
す
ま
す
一
人
世
帯
や
老
々
介
護

の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
期
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
た
め
に
、「
地
域
力
」を
高
め
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
市
内
に
は
既
に

見
守
り
体
制
を
整
え
、
心
身
の
健
康

を
維
持
す
る
た
め
に｢

い
き
い
き
百

那須郡市医師会

会長 小沼 一郎 氏

歳
体
操
」や｢

生
き
が
い
サ
ロ
ン
」な

ど
、
高
齢
者
が
つ
な
が
る
機
会
を
積

極
的
に
作
り
、
運
営
し
て
い
る
地
域

が
あ
り
ま
す
。
地
域
内
で
の
交
流
が

盛
ん
に
な
れ
ば
、
互
い
が
程
よ
い
距

離
感
で
見
守
り
、
支
え
合
う
こ
と
も

期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
行

政
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、「
地
域
に
適
し
た

支
え
合
い
」を
目
指
し
て
い
け
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携
を

　
自
宅
で
の
療
養
を
選
択
し
た
人
に

質
の
高
い
医
療
・
介
護
を
提
供
す
る

に
は
、
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
と

す
る
医
療
分
野
と
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の

介
護
分
野
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
月
に
一
度
、

両
分
野
の
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
で

活
躍
す
る
多
く
の
専
門
職
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
日
頃
の
悩
み
や
業
務

内
容
を
共
有
し
、
互
い
の
事
情
を
理

解
、
尊
重
し
合
え
る
関
係
を
す
で
に

構
築
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
互
い
に
顔

の
見
え
る
関
係
が
日
々
の
業
務
に
活

か
さ
れ
て
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

在宅医療の充実のために
　今、求められていること
医療の発展とともに、病院だけでなく在宅での医療を望む声が聞かれるように。
しかし、その希望に応えられる環境は必ずしも十分ではない。解決には“本人の準備”“地
域で支え合う仕組み”“医療・介護のサポート体制の連携”の3つが鍵を握っている。

在宅医療連携コーディネーター
手塚 美恵子 氏

在宅医療を望む人たちの希望を叶えるために何が必要となるか。
在宅医療連携コーディネーターの手塚氏と、那須郡市医師会長
の小沼氏に話を聞いた。

それぞれが
最期 支を

む
えるために

望

医療機関における死亡割合の年次推移本市の高齢化率の推移と将来推計
資料：厚生労働省「人口動態統計」より作成

最期を迎えたい場所
「高齢者の健康に関する意識調査」（内閣府 平成24年調査）

22

24

26

28

30

32 那須塩原市
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H37H32H31H30H29H28H27

～H28は栃木県毎月人口調査
Ｈ29～31はＨ27国勢調査とＨ32年推計人口
Ｈ32・37年は市総合計画「人口ビジョン」

〈参考〉下記の実績または推計により作成
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26.8％

23.9％

30.2％

29.7％




